





















































入眠待問、夜間覚醒回数とその理由などと主観的眠気得点 (EpworthSleepiness Sぬle: ESS)、睦援の自己評
価(経眠不足感、日中の眠気、睡眠の質)とした。さらに、包括的健康感 (SF-36v2™) の Acute 版を用いて、
睡眠状況との関係を調査した。時間枠はいずれも調査前1週間とした。
2 研究E
研究 Iと開様の対象者と Lsleep disturbanceの出現率について妊娠時期別の比較を行なった。 Sleep

















妊娠時期別の sleepdisturbanceの出現率では、初期は錘眠不足感 29.9%、中期は睡眠時間 7時間未満






醒回数が2回以上では瞭帯血pHく 7.25に傾きやすく、睡眠時間 7待問未満では LGA(Large for Gestational 













妊娠末期の Sleepdisturbanceと周産期 outcomeとの関係では、胎児の鱗帯血 pHと関連があったのは、常
習的いびきや夜間の覚醒回数であった。このことから、夜間覚醒は妊婦自身の経眠の質だけではなく、胎児






















LGA (Large for Gestational Age) との関連があった。また SDBと属産期 outcomeでは、 NRFSとの関連が認
められ、急速遂娩が多い傾向にあった。
本研究は協力の得られた 1つの医療機関での研究であり、その結果を一般化するには注意を要するが、多
くの示唆に富む結果を残している。急速に進行する少子化社会において、健全に妊娠し出産することは極め
て重要であり、本研究成果はその一助として貢献できるものとして、価値ある研究と評価できる。
よって、著者は博士(ヒューマン・ケア科学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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